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単一中一２本本本の懐中中灯にに、多くの種種ががが、

価格も形状も楽しししし。  

１１１均一均でも入入入来、こをを改改しをのに、楽しく

を気が楽でし。  

 

中一４本、６Ｖの物に少なをので、実実本に改改でし。  

 

画像像に、入をををを前、下に、入来ががが  

1. 最最に、頭の部部を回しを外ししし。 

2. 次に、ススススの部部を引き抜きしし。 スススス部部の樹樹に金金がＶ字になににものが取をしし。 

横かか－スススドドななを差し込を、こをを２個に部分ししし。 金金を元の形状のののに、少ししかしに直状に戻

ししし。 

3. 筒の中の－側の金金を、外ししし。にはしをスドドななで壊しを引き抜きしし。 

4. 懐中中灯の後部の黒色の輪になを部部を、 長をスススドドで中かかこかをを外ししし。 

外しをかかこの黒色の爪にニスニドで切が、 横かか見にはきに内側に入に張ががなを様に平かにししし。 この部部

がでこがこしをををは、－側の金金がのしく収しがしまま。 

5. 必必部必を全部外しに円筒が残がしし 

－側かか６１ｍｍ位の処をのこをがで輪切がにししし。 切が口をヤスドななで綺綺にししし。 

6. ４．で外しに黒色の樹樹を、５．の円筒の後部に糊糊をししし。 

瞬瞬瞬着剤でに瞬着できしまま。 ここでに、強力な２液液のエエエエ樹樹を本をしし。 コニエココス、、タスタ

を本をししに。２液を混混しをかか、 スススヤドななで少し暖しをは柔かかくなが作作がしがしをでし。 動かなをの

のに、セセセコセドタななで固固しを、一昼夜夜夜ししし。 しの後セセセコセドタをにがしを、ナスナ又にヤスドで

整形ししし。 

7. －側の金金を加加ししし。円筒の中に金金ををを長さを決ししし。 

にはしの孔の位夜で長を金金を切がしし。 こをに、糊糊をがのしく入来なくを、強力両面セドタで固固ししし。 

8. ２．で外しにススススを元に戻ししし。 

円筒の中へ金金を像下を瞬間えなをののに入を、少し前後に動かし、 ７、の金金は常常のしく瞬触しをのを確

認ししし。回回像のススススに、 この金金が前後に動をを、頭部の傘状の金属は瞬触しに常に、 中電が電をし

し。 

しの後、２．で外しに樹樹を外側かか差し込を、 ススススしを金金の孔に丁丁にををしし。前後に動くこはを確

認ししし。 

9. 動作を確認しをにしに、単一中一をををを点灯を確かししし。完完でし。  
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中中中中一一一一ケケケケドドドドススススのののの加加加加作作作作    

 

単三中一４本本の中一ケドスに、、側は－側の中電を追

加ししし。  

 

中一ケドス自自にに加加に必必ががしまま。  

天天に中電を追加しをすをでし。  

1. ２１ｍｍ角の薄を銅銅を２枚本枚ししし。 絶縁をしを目目で厚厚に両面セドタで貼がををしし。  

2. 次に、中一ケドスにスナスタを取糊を、 －側の黒線をケドスの中中部にがをををを孔を本にを反対側に入しし

し。  

3. －側に、絶縁の為に２５ｍｍ角の厚厚を２～３枚両面セドタで貼がをを、 しの像に１．の銅銅を貼がをを、黒線

を半半糊をししし。  

4. 、側も同様にしししが、中一スナスタががをので、 隣に５ｍｍくかをの高さしで厚厚を両面セドタで貼がををし

し。 しの像に、１．の銅銅を貼がをを、赤線を半半糊をししし。完完でし。  

 

－側中電 

中中中中電電電電のののの考考考考考考考考    

白色Ｌ、Ｌを本にを中電の代代を考考ししし。 ここで、明をさを採をか、長常瞬点灯を採をかが問問でし。 

通常の懐中中灯に、中電を本本し、中一の中圧が落ちをくをは明をさも低下ししし。 折角、最最最の白色Ｌ、Ｌを本

ののに、同かでに脳がががしまま。 をしが、長常瞬同か明をさを保をののな回回の考考でし。 

中電はの代代はしをと大きさが問問でし。 しこで３ΦのＬ、Ｌを４個本のこはにししし。  

   

図１ ��������� ��������� 図２ ��������� ��������� 図３ ���������  

1. 一一多く本わををををのに、図１の回回でし。 中一の中圧が落ちをくをは明をさは共に消消中電も少なくながし

、側中電 
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し。 最後に泣きしのな状態で点灯しををしし。 

2. 図２に、固中電回回でし。。、。を本にををしし。 市市さをををを固中電ダスダドスの中中にこをは同か。、。で

し。 固中電定定の範囲が５Ｖ以像必必で、中一の機機にに適当でにががしまま。 

3. 今回の回回に、図３でし。 。、。で固中電を作が、トスコトスタのベドスに注入しををしし。 固中電値はトスコト

スタのＨＨＨを掛ををは動作中電が計計できしし。  

  

��������� ��������� ��������� 図４ ��������� ��������� ��������� ��������� 図５：完完しに物  

回回にＬ、Ｌが４個なので図４の回回にながしし。 部必を調調しをピドケコ電の口金にををを完完でし。 

本本部必  

Ｑ１：２ＳＳ３１、、１：３ＳΩ（調整が必必）、Ｑ２：２ＳＬ４４２、 白色Ｌ、Ｌ３Φ４個 

ピドケコ電口金、基基少々、ヒエスヒドヒ少々  

幾をか作ににので、特液のセストでし。 固中電特液も、希希希希に入来ししに。完完でし。 

動作中圧、６～３．５Ｖしで、中電に５１～６１ｍｍでし。  

 

図６ 

3G_3/5 



点点点点灯灯灯灯結結結結結結結結ににににななななののののかかかかなななな。。。。実実実実本本本本ににににななななををををののののかかかかなななな    

  

 

右の画像に、別に購入しに同か懐中中灯でし。単一中

一２本本本でし。 

中一の隣に、単三中一を単一中一に変換しをアダタタド

でし。 

で、全部を本のは単三中一５本にながしし。 同かＬ、Ｌ中

電で実実しをは少し熱くながししが、大大大でしに。  

改改しに懐中中灯のが、もの少し小さを市市必を見をを

ししに。 

。ＴＳＨＴＴｍ Ｓ－４２３、防防タスタでし。 

 

 

残念なこはに、中電の電液が逆でしにので、中電を作が

セストでし。  

 

下の画像に、点灯状態の様子でし。少し角角を変えに

ものも載まししに。 正面かか覗きこきはさしがに眩しをで

し。こをで一昼夜（２４常瞬）本えをと、 中電の明をさ

でになくをも、のをでしよの。 

歩きしわににが、探し物をしをにに、充部な光角でし。 
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中中中中電電電電のののの考考考考考考考考・・・・ししししのののの２２２２    

５Φの白色Ｌ、Ｌを本にをも中電の代代を考考しししに。 

前掲の回回図は同かでし。セスト結結も掲載しししに。  

 

図１１ 

1. 図７に、のく本わをを抵抵機を挿入しに回回でし。 

図１１でに、４．５Ｖ本（、１：黄色）は、６Ｖ本（、２：防色）の ２件のデドタを記載しををしし。 

中一の中圧にのにを中電を変更しなをは壊をしし。 中圧の低下は共に明をさも落ちしし 

2. 図８に、固中電回回でし。。、。を本にををしし。 市市の固中電ダスダドスも同か特液でし。 

図１１でに、Ｔ：赤色で示しををしし。 固中電定定に印加中圧が５Ｖ以像必必でし。 

3. 図４に、図１１の回回でし。 

図１１でに、ｍ：青色で示しををしし。希理目な固中電特液でし。 

4. 図８の回回に、もの少し中電を落はまと、 印加中圧が２１Ｖ位しで固中電で本えしし。 

5. 図４の回回に、中電を落はしをも発熱しをので１２Ｖ位しでが限角でし。  

 

図７ 
 

図８ 
 

図４ 
 

図１１：完完しにもの 
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